
2026年３月期 第２四半期（中間期）決算短信〔日本基準〕(連結)
2025年11月11日

上 場 会 社 名 大東港運株式会社 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 9367 URL https://www.daito-koun.co.jp/

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 曽根 好貞

問合せ先責任者 (役職名) 執行役員 総務部長 (氏名) 村上 雅彦 (TEL)03-5476-9701

半期報告書提出予定日 2025年11月11日 配当支払開始予定日 2025年12月11日

決算補足説明資料作成の有無 ：有

決算説明会開催の有無 ：無

(百万円未満切捨て)

１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 9,036 7.4 543 45.7 585 33.1 393 30.2

2025年３月期中間期 8,411 2.3 372 △5.2 439 △4.0 301 8.2
(注) 包括利益 2026年３月期中間期 493百万円( 91.2％) 2025年３月期中間期 257百万円(△34.4％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 45.53 －

2025年３月期中間期 35.02 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期中間期 15,994 9,937 61.2

2025年３月期 15,190 9,569 61.9
(参考) 自己資本 2026年３月期中間期 9,785百万円 2025年３月期 9,399百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 12.00 － 12.00 24.00

2026年３月期 － 12.00

2026年３月期(予想) － 12.00 24.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,500 4.4 920 39.2 1,000 22.4 670 8.5 77.65
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期中間期 9,389,000株 2025年３月期 9,389,000株

② 期末自己株式数 2026年３月期中間期 744,494株 2025年３月期 760,684株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 8,635,254株 2025年３月期中間期 8,619,674株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料４ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ
い。

当社は、2025年11月11日に、四半期決算説明資料「第77期（2026年３月期）第２四半期（中間期）決算説明資
料」を当社ホームページに掲載しております。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、物価高騰による実質賃金の低下の影響から個人消費においては弱い

動きも見られましたが、高水準の企業収益を背景とした設備投資を中心に緩やかに回復しています。

海外経済においては、米国を中心に底堅い成長を維持しておりますが、トランプ政権の経済政策等の影響により

先行きは不透明な状況です。

かかる環境下、物流業界におきましては、輸出および輸入は各々おおむね横ばいでの推移となりましたが、物価

上昇や燃料費の高騰、ドライバー不足、２０２４年問題への対応と厳しい状況が続いています。

その中で、食品の輸入が大きな部分を占める当社取扱いは、農・畜・水産物に関してはいずれも増加、その他食

品及び日用品については化学品取扱いが減少となりました。また、鋼材の国内物流取扱い・海外事業・不動産賃

貸・その他事業は増加となりました。

このような状況の中、当社グループは「『ありがとう』にありがとう」のコーポレートフィロソフィーの下で、

第８次中期経営計画「Be Sustainable」～サスティナブルを目指して～の最終年度を迎え、その各施策一つひとつ

に取り組むとともに計画達成に向け、受注活動を堅実に展開してまいりました。

その結果、当中間連結会計期間における営業収益は、前中間連結会計期間比7.4%増の9,036,966千円となりまし

た。また経常利益は、前中間連結会計期間比33.1%増の585,090千円、親会社株主に帰属する中間純利益は、前中間

連結会計期間比30.2%増の393,126千円となりました。

セグメント別の営業状況は、次のとおりであります。

なお、当社グループは前連結会計年度より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同期間比較につ

いては、前中間連結会計期間の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

[輸出入貨物取扱事業]

輸出入貨物取扱事業は、営業収益は前中間連結会計期間比5.3%増の6,618,637千円となり、セグメント利益は前中

間連結会計期間比8.6%増の913,757千円となりました。

[鉄鋼物流事業]

鉄鋼物流事業は、鉄鋼製品の取扱増加により営業収益は前中間連結会計期間比5.7%増の1,047,767千円となり、セ

グメント利益は前中間連結会計期間比14.3%増の92,682千円となりました。

[海外事業]

海外事業は、海外子会社の売上増加により、営業収益は前中間連結会計期間比66.7%増の484,934千円となり、セ

グメント利益は25,670千円（前中間連結会計期間はセグメント損失470千円）となりました。

[国内不動産賃貸事業]

国内不動産賃貸事業は、賃貸収入の増加により、営業収益は前中間連結会計期間比14.2%増の165,664千円となり、

セグメント利益は前中間連結会計期間比40.4%増の68,832千円となりました。

[その他事業]

その他事業は、連結子会社増収により、営業収益は前中間連結会計期間比3.4%増の719,962千円となり、増収によ

り損失幅が縮小したため、セグメント損失15,472千円（前中間連結会計期間はセグメント損失65,002千円）となり

ました。
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セグメント別営業収益

セグメントの名称

前中間連結会計期間
自 2024年４月１日
至 2024年９月30日

当中間連結会計期間
自 2025年４月１日
至 2025年９月30日

増減

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
増減比
(％)

輸出入貨物取扱事業 6,287,730 74.7 6,618,637 73.2 330,906 5.3

鉄鋼物流事業 991,502 11.8 1,047,767 11.6 56,265 5.7

海外事業 290,959 3.5 484,934 5.4 193,974 66.7

国内不動産賃貸事業 145,104 1.7 165,664 1.8 20,559 14.2

その他事業 696,506 8.3 719,962 8.0 23,455 3.4

合計 8,411,804 100.0 9,036,966 100.0 625,162 7.4

輸出入貨物取扱事業における取扱品目別売上高

取扱品目

前中間連結会計期間
自 2024年４月１日
至 2024年９月30日

当中間連結会計期間
自 2025年４月１日
至 2025年９月30日

増減

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
増減比
(％)

畜産物 2,566,142 40.8 2,702,035 40.8 135,893 5.3

水産物 1,292,457 20.6 1,372,257 20.7 79,799 6.2

農産物 797,886 12.7 971,511 14.7 173,625 21.8

その他 1,631,243 25.9 1,572,832 23.8 △58,411 △3.6

合計 6,287,730 100.0 6,618,637 100.0 330,906 5.3

（２）当中間期の財政状態の概況

（総資産）

当中間連結会計期間における総資産は15,994,587千円となり、前連結会計年度に比較し804,495千円増加いたしま

した。これは主に、受取手形及び営業未収入金が169,413千円、関税等立替金が150,529千円、土地が267,114千円、

投資有価証券が267,649千円それぞれ増加したことによるものであります。

（負債）

当中間連結会計期間における負債は6,056,736千円となり、前連結会計年度に比較し436,183千円増加いたしまし

た。これは主に、長期借入金が643,350千円減少した一方、営業未払金が187,880千円、短期借入金が827,310千円そ

れぞれ増加したことによるものであります。

（純資産）

当中間連結会計期間における純資産は9,937,850千円となり、前連結会計年度に比較し368,311千円増加いたしま

した。これは主に、利益剰余金が289,587千円増加したことによるものであります。
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（キャッシュ・フローの状況）

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前連結会計年度末に比較し45,978

千円増加し、3,039,430千円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における営業活動による資金の増加は618,569千円（前中間連結会計期間と比較し260,239

千円の増加）となりました。これは売上債権の増加額164,594千円、関税等立替金の増加額150,529千円、法人税

等の支払額160,692千円があった一方で、税金等調整前中間純利益599,296千円、減価償却費180,462千円、仕入債

務の増加額188,129千円、未収消費税等の減少額139,523千円があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における投資活動による資金の減少は545,894千円（前中間連結会計期間と比較し340,208

千円の減少）となりました。これは保険積立金の積立による支出106,720千円、有形固定資産の取得による支出

457,697千円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における財務活動による資金の減少は26,860千円（前中間連結会計期間と比較し303,406千

円の減少）となりました。これは長期借入れによる収入450,000千円があった一方で、長期借入金の返済による支

出292,990千円、配当金の支払額103,062千円、リース債務の返済による支出47,713千円、連結の範囲の変更を伴

わない子会社株式の取得による支出33,093千円があったことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点では、通期の連結業績予想につきましては、2025年５月14日に公表した数値に変更はございません。

今後の動向により業績予想の変更が必要な場合には速やかに開示いたします。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,020,870 3,064,982

受取手形及び営業未収入金 2,218,382 2,387,796

棚卸資産 377,952 400,919

関税等立替金 1,503,259 1,653,789

前払費用 148,440 205,100

その他 251,546 117,651

貸倒引当金 △1,038 △1,142

流動資産合計 7,519,413 7,829,098

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,873,509 1,772,748

機械装置及び運搬具（純額） 155,640 207,940

土地 2,313,789 2,580,904

リース資産（純額） 119,458 98,380

建設仮勘定 － 29,180

その他（純額） 116,569 103,671

有形固定資産合計 4,578,967 4,792,826

無形固定資産 142,425 135,877

投資その他の資産

投資有価証券 1,455,081 1,722,730

破産更生債権等 2,985 2,865

繰延税金資産 113,674 51,259

その他 1,379,948 1,462,710

貸倒引当金 △2,404 △2,780

投資その他の資産合計 2,949,285 3,236,785

固定資産合計 7,670,678 8,165,489

資産合計 15,190,092 15,994,587
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

営業未払金 1,459,297 1,647,178

短期借入金 646,480 1,473,790

未払法人税等 176,577 189,922

賞与引当金 323,134 343,688

その他 633,848 681,616

流動負債合計 3,239,337 4,336,195

固定負債

長期借入金 1,622,945 979,595

再評価に係る繰延税金負債 166,003 166,003

退職給付に係る負債 276,221 272,250

長期未払金 69,040 69,040

その他 247,005 233,651

固定負債合計 2,381,215 1,720,540

負債合計 5,620,552 6,056,736

純資産の部

株主資本

資本金 856,050 856,050

資本剰余金 621,875 628,045

利益剰余金 7,362,196 7,651,783

自己株式 △352,780 △345,271

株主資本合計 8,487,341 8,790,607

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 265,548 436,071

土地再評価差額金 51,548 51,548

為替換算調整勘定 157,930 96,805

退職給付に係る調整累計額 436,643 410,324

その他の包括利益累計額合計 911,670 994,750

非支配株主持分 170,527 152,493

純資産合計 9,569,539 9,937,850

負債純資産合計 15,190,092 15,994,587
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

営業収益 8,411,804 9,036,966

営業原価 6,072,166 6,429,005

営業総利益 2,339,637 2,607,960

販売費及び一般管理費 1,966,808 2,064,808

営業利益 372,829 543,152

営業外収益

受取利息 1,708 3,416

受取配当金 26,483 26,832

持分法による投資利益 21,813 21,654

複合金融商品評価益 － 3,800

受取保険金 4,494 11,280

その他 27,855 21,987

営業外収益合計 82,354 88,971

営業外費用

支払利息 10,636 23,776

複合金融商品評価損 4,205 －

為替差損 － 21,753

その他 597 1,503

営業外費用合計 15,438 47,034

経常利益 439,745 585,090

特別利益

投資有価証券売却益 － 15,276

ゴルフ会員権売却益 － 545

資産除去債務戻入益 15,208 －

特別利益合計 15,208 15,821

特別損失

投資有価証券売却損 － 1,614

特別損失合計 － 1,614

税金等調整前中間純利益 454,953 599,296

法人税、住民税及び事業税 135,174 174,099

法人税等調整額 7,846 12,733

法人税等合計 143,020 186,833

中間純利益 311,932 412,463

非支配株主に帰属する中間純利益 10,054 19,336

親会社株主に帰属する中間純利益 301,878 393,126
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

中間純利益 311,932 412,463

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △72,260 170,522

為替換算調整勘定 43,015 △61,969

退職給付に係る調整額 △24,734 △26,318

持分法適用会社に対する持分相当額 － △1,473

その他の包括利益合計 △53,978 80,760

中間包括利益 257,954 493,224

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 238,820 476,206

非支配株主に係る中間包括利益 19,133 17,017
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 454,953 599,296

減価償却費 144,061 180,462

のれん償却額 5,664 5,664

資産除去債務戻入益 △15,208 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,539 480

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △36,490 △41,737

受取利息及び受取配当金 △28,191 △30,249

支払利息 10,636 23,776

為替差損益（△は益） △13,640 21,753

持分法による投資損益（△は益） △21,813 △21,654

投資有価証券売却損益（△は益） － △13,661

複合金融商品評価損益（△は益） 4,205 △3,800

ゴルフ会員権売却損益（△は益） － △545

売上債権の増減額（△は増加） 124,294 △164,594

棚卸資産の増減額（△は増加） △68,396 △22,966

関税等立替金の増減額（△は増加） △187,788 △150,529

仕入債務の増減額（△は減少） 96,497 188,129

未払消費税等の増減額（△は減少） △18,636 38,542

未収消費税等の増減額（△は増加） △147 139,523

その他 △63,409 22,754

小計 389,129 770,644

利息及び配当金の受取額 28,147 30,280

利息の支払額 △7,503 △21,661

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △51,444 △160,692

営業活動によるキャッシュ・フロー 358,330 618,569

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △36,452 －

保険積立金の積立による支出 △54,234 △106,720

保険積立金の解約による収入 8,762 25,619

有形固定資産の取得による支出 △43,288 △457,697

無形固定資産の取得による支出 △3,400 △8,425

投資有価証券の取得による支出 △82,328 △55,361

投資有価証券の売却による収入 － 65,265

貸付けによる支出 △2,000 △2,300

貸付金の回収による収入 6,499 5,315

敷金及び保証金の差入による支出 － △147

敷金及び保証金の回収による収入 756 2,080

ゴルフ会員権の取得による支出 － △17,519

ゴルフ会員権の売却による収入 － 3,995

投資活動によるキャッシュ・フロー △205,685 △545,894
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(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 100,000 100,000

短期借入金の返済による支出 △150,000 △100,000

長期借入れによる収入 835,960 450,000

長期借入金の返済による支出 △338,240 △292,990

リース債務の返済による支出 △76,767 △47,713

配当金の支払額 △94,406 △103,062

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

－ △33,093

財務活動によるキャッシュ・フロー 276,545 △26,860

現金及び現金同等物に係る換算差額 19,509 162

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 448,700 45,978

現金及び現金同等物の期首残高 3,819,814 2,993,452

現金及び現金同等物の中間期末残高 4,268,514 3,039,430
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

中間連結

損益計算書

計上額

（注）２
輸出入貨物

取扱事業
鉄鋼物流事業 海外事業

国内不動産

賃貸事業
その他事業 合 計

営 業 収 益

(1) 外部顧客に

対する営業収益
6,287,730 991,502 290,959 145,104 696,506 8,411,804 － 8,411,804

(2) セグメント間の内部

営業収益又は振替高
1,206 － 1,344 － 77,047 79,598 △79,598 －

計 6,288,936 991,502 292,303 145,104 773,554 8,491,402 △79,598 8,411,804

セグメント利益又は損失

(△)
841,028 81,055 △470 49,027 △65,002 905,638 △532,809 372,829

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額は、全社費用532,809千円であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、中間連結損益計算書の営業利益と調整しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

中間連結

損益計算書

計上額

（注）２
輸出入貨物

取扱事業
鉄鋼物流事業 海外事業

国内不動産

賃貸事業
その他事業 合 計

営 業 収 益

(1) 外部顧客に

対する営業収益
6,618,637 1,047,767 484,934 165,664 719,962 9,036,966 － 9,036,966

(2) セグメント間の内部

営業収益又は振替高
1,077 － 1,448 － 88,225 90,750 △90,750 －

計 6,619,714 1,047,767 486,382 165,664 808,188 9,127,716 △90,750 9,036,966

セグメント利益又は損失

(△)
913,757 92,682 25,670 68,832 △15,472 1,085,470 △542,318 543,152

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額は、全社費用542,318千円であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、中間連結損益計算書の営業利益と調整しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

前連結会計年度より、従来「その他事業」に含まれていた「海外事業」及び「国内不動産賃貸事業」について

量的な重要性が増したため、報告セグメントとして記載する方法に変更しております。

なお、前第２四半期連結会計期間のセグメント情報については、変更後の報告セグメントの区分により作成し

たものを記載しております。


